



酒 井 慎 吾*･馬 場 赴**･太 田 保 夫***
ブドウh峰は果実が巨大であ り,触碇かIl十く, 品質が良好であるなど座),した特長をもっ




ブドウf=i峰のTj了を/蛋白処椎を行ない,室粒 および 低配で貯抜し, 経時的に悦ftIを調べた
が,榔二低甑にl;=紋した切出こそO-)効果が人きかった.
ブドウの落果,脱伸 こほ エチレンの閑5･していることが 指摘されているが (Weaver







実 験 方 法
供試したブ ドウrj.峰は,昭和52年 8月30rl I.YrhH県ヨ､一軒TTi(こあるブ ドウ間で収乾し,
その日に脱柏防止の'Zt自処FEを行なった. また,ネオてスカット(l･yr川lyl.I'･ltl 推),ヘ












実 験 結 果
1.ブ ドウの脱粒におよはすエチレンの影督
各ブ トウ4房ずつを,対照区と - 1-L,./処Bll区に わけ,エチレン処理区は ブ トウを約
458のプラスチック製の御調容掛 二入れて,50ppm の濃度になるように エヰレ./をj:f入
した,名ブ ドウの脱粒を 25)Cで洲促 し,第 1蓑の射一黙/J用た.
約1夷 ぶどうの脱粒におj:はす 50ppm ェチレンのW.'7
脱 判Li (%)
品 唖 名 粒教 生耶植(g)
.Jiは1後2ロ円 地坪絶4ul‡
巨 抑 38 390 (翌チレ･n.lq脚 l; 三Z:喜 喜三:;
′il-!スカット 73 490 (空チレフ地震 三.芸 三三.;










エチレン処JILi掩2日Llで,巨峰は40.8%の脱lFtLlがお こり,刺,n!'.牌 のもので も10,2%の
脱粒がお∴った,これに くtバ ,ネオマスカッ ト, ヒtJ-ソブルグでは,対照l互,-チレ
/処.lRIxiとも数パ-セソ ト以 卜U)脱粒にとどまり,ベ リーAでは両区とも脱粒がおこr･)皮
かった.処押後4日Elでは,E=jL,峰は対Jl.1'区21.4%,-ナL,ソ処岬Lメ.92.5%の脱粒がおこ
り,他の3種類L')ブ ドウより高い脱粒 ･3′/｣､した.対照区一･:a))lilト.'i_U)Lやすさからでは,rT_
畔,ネオマスカット, ヒロ/､ソフルグ,ベ T)-Aの順序で .:うったが,エチレン処矧 こ上る
脱F,では,F:L畔, ヒIJ.･ソブル グ,ネオ7,,.ブフット,ベ リー∧とな-つた.
2.4種精の7 ドゥのエチレン生成昆
第 2表に,250Cでの各軸街の ブ ドウの-チレソ生成瓜を示す. ネオマスカノト,ベ リ
は これらのブ ドウより,かな り高 い生成姐が測定 さ)した.
f:j],2兼 4禰輔のブドウにおけるェチレソ生成jT.(
晶 LRI.: 名 粒教 生瓜ii(g)
巨 絶 39
ネ オ マ ス カ ッ ト 65
へ [) - ^ 58











(25oC)で貯蔵 した場 合,第 1図のように, 対照区では2日E]に約 10%の脱純が














既粗 (酒井ら 1977)で,-チL/ン生成阻甥蟹(-)のブ ドウ巨峰の脱粒におよ1'ます効果は,
4oCの低弧条件でより即 断こあらわれることを師 '.-･したが,同じ条件下で,1977年収位の
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ては,既報 (酒井ら 1977)と同じ効果がみとめられ, さらに, 脱粒が防止されている叫
にエチレン生成も阻害されていることが明らかになった.















1)刷Ill県虚の フ トウ巨胤 ネオマスカ ノト.ベ リーA, ヒロノ､ソフルクを用いて 脱粒
を調へたところ,巨峰か最 も脱粒 しやす く,ついてネオマスカッ ト, ヒロノ､ソフルタ,-
リ-Aの順であ った.また,外部から与えたエチレンによる脱粒の促進効果は,巨峰で最
蛸 白餅こみ られ ついで ヒp-ンブルブ,不オマスカ ノL,ベ リーAの順であ った.




4)ブ トウ巨峰を エチレン生成阻害i軌｣で 処理 し,4OCの低温で貯蔵することに より,
約20日間肌粒を防止でき, 完全脱粒までに 66日間を 要することが わかった. この 日数
は,料/rl.13,[和 こくらべると31日長か った,
5)以上の結果から,ブ ドウ巨峰は 他の品唖に くらべて 多1-a:のエチレンを生成し,かつ
エチレンに対 しての感受性が高 いことから,生成されたエチレンに より脱粒が誘,jLI;･,されて
いるものと考えられ る,この脱粒の防止には, i,こr-ナ リ抑=j'･か ら抽出 したエチレン生成問
詰丑l｣がLltl署な効果を/｣､す ことが明らかになった.
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